
異常気象ーーこれまでの延長線上に
とどまらない対策が必要
　日本が防災面で抜本的な対応をやらなければい
けない非常に重大な時期に来ていると思います。一
つは異常気象の問題です。今年は豪雨災害、台風
災害が相次ぎ、非常に深刻な被害が出ました。災害
級と言われた猛暑の問題もあり被害が出ています。
　明らかに地球環境の異変、気候変動が根っこに
働いていると思います。一連の災害が起きている。こ
れに対し、これまでの延長線上ではない、一連の対
策が求められると強く感じています。
地震被害ーー日本列島が非常に不安
定な時期に来ていることは明らか
　地震という点でも日本列島が非常に不安定な状況
に入りつつあると感じます。すでにおそるべき被害想
定も出ています。

　気候変動、地震の両面で、政治が知恵と力を尽く
していくことが、党派の違いを超えて必要な時期に来
ていると考えています。
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　日本共産党の志位和夫委員長は9月６日、記者会見し、台風２１
号被害や北海道地震での被災者救援・支援に全力をあげつつ、異
常気象への対応、地震・津波対策の両面で、従来の延長線上にと
どまらない抜本的な防災対応に、党派を超えてとりくむことが必要
な時期に来ていると述べました。

救援募金にご協力を！！

抜本的な災害対応を
やるべき時期に来ている
共産党・志位委員

長が指摘

復興・防災のため臨時国会を
　−−募金活動で志位氏訴え
9月7日新宿駅での救援募金活動で志位氏は「臨時
国会を早期に召集し、復旧・復興のための緊急の対
応を行うことを野党
で一致して要求して
いきます。『復興・
防災国会』をすみや
かに開き、国会とし
て積極的な仕事をし
ていくことが必要で
す」と訴えました。

　台風２１号被害、北海道地震で犠牲になられた
方々に哀悼の意を表し、被災者に心よりお見舞いを
申し上げます。日本共産党は、国会議員を先頭に、被
災者支援に全力をあげています。救援募金にも取り
組んでいます。ぜひご協力をお願いします。
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